



















































































































































































































































































































































































































































みし人」という注記 みであり、他は皆いずれかの注釈書を参照した上での「私 説である。 「私」とはいうものの自由に私説を述べたので










































































































江入楚は「河」として引用した引歌を、 「秘」としては引用していない。岷江入楚の引歌を検討すると、河海抄に引用される引歌四十七首のうち、四十一首が「河」として岷江入楚に引かれていることがわかる。一方「秘」として引用される引歌はわずか六首である。岷江入楚を編集する際に 河海抄と 重複
































































































「猶案へし」 「重案之」と、 「人の心のくせ」について、諸説を参照しながら、自分なりの解釈を試みていることがわかる。通勝は、単に先行注釈書を集成するだけではなく、諸説を取捨選択す とともに 源氏物語の表現 自分なりに理 しようと試みていたのであろう。こうした「私」説を検討すること より、岷江入楚の編集過程や通勝の源氏物語研究の内容 明 かに ことが出来よう。 「私」 説から窺える通勝の源氏物語研究については改めて検討を加えたい注（１）源氏物語古注集成『源氏物語提要』解題など
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